
The Japanese Society of Fisheries Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Fisheries 　Soienoe

Nippon　Suisan　Gakkaishi68 〔3），368
−373　〔2002）

貝桁網 に よ るチ ョ ウセ ン ハ マ グ リの 足部損傷に つ い て

　　　　　山崎慎太 郎，1
＊

日向野純也 ，

2
渡 部 俊 広

1

　　　　　 〔200ユ年 7月 26 日受付，2002 年．1 月 10H 受 理 ）

1
水産総含研究 セ ン タ

ー一水 産 工 学 研究 所，Lt水産総 合研究 セ ソ タ
ー

養殖研 究 所

　　　　　 F 。。t　d。m 。g 。， ・f　the　cl・m 娩 ・融 鯑 ・ 燃 cau ・ed　by ・1・ m 　d・ edgi ・ g

　　　　SHiNTAR 。　YAMASAKI ，

1・ Jτ∫NYA 　HIGANO2 　AND 　T ・sHI王｛IR・ WATANABE ’

・撫 伽 。1、Resear齢 、，勲 げF醜 瘤 ・ E ・gi・，・eering，　Fi・厩 訳 ・w 翻 g鰐 ・」1・・aki ・∫わ融 3ヱ4−0421・

・鯒 副 地 、ea ， ，i，・ln、tit、、勧 且 興 ・’鷹 Fi・1囃 肭 α・翻 9・・尠 諏 鹹 繊 51 卜 0ヱ93・Ja蜘

　　M ，ch 、nism 、 。f　f。。、　d、m 、g， 。ccu ，ren ・e　i・ ・he　cl・m 撫 鰡 耀 κ んぎガw ・・e ・t・di・d ・・ imp ・・v ・ th・ quality °f

d 、n、s　c、ught 　b，、1、m ・，ed 、・・g ．　Th ・ d・m ・g ・d ・1・ n・・ w ・・e ・・・・… di・・・ … 9・・up ・・cl・m 　
with

　
seve 「ed

　
f°°t （cut

。1、m 、〕a。d 、lam　with 　p、，tly　sev ・・ed 　f・・t．　Tl・e ・at ・ ・f　f・・t　d ・m ・g・ i… eased 　with 　i… ea ・i・g　wate 「 tempe 「atu 「e

and
　th， ，a ，， 。f 、ut 　dam ，

　i。、，eased 　with 　inc・ea ・i・g ・・wi ・ g ・p・・d・C1・・i・ g ・f ・・1… by ・dd・・t・・ muscle
　
in

， e、p。 nsc 、。　tac，・1， 、・・m ・1i　d・d ・ … au ・e ・h・ ・… d・n・ag ・・1・… ug9 ・… d ・h・t　th・ f・・t … cut 　
when

　
the

　
shell °f

　
the

、1。m 　
w 、，

　
prcs ， ed 。g。i。，・the ・… h ・f・h・ d・edge 　and ・al・d，・ i・h　i・・ f・・t ・・t・id・ ・h・ ・h・ll・・Nt　th・ t・ mpe 「atu 「e °f

　
25

℃ cl、m ，
　d 。、 ・。、、，，　a。d　d ・ep ・・ ・・… and ・han ・tt ・・℃・T … e・・ re・・h・ v ・g… us 　b・・r ・ wi ・9 ・・tivity°f　clams 　and

、。，rQ 。 i。g　dee，，， 、・h・gh ・・ w ・・・… mP ・・ a・ure 　m ・y　ca ・se ・h・ h・gher 　ra … f ・… 1・m ・・Th ・ 七・wing
　
speed

　
sh ° uld

be　kept　as 　slow 　as　p 〔〕ssible 　to　reduce 　the　rate 　of　cut 　clams
，

キ
．．ワー．

ド 蝋 嗣 チ 。 ウ
ー
ヒン ハ マ グ リ，二 枚 貝譛 石少磯

　茨 城 県 の 鹿島灘 で は チ ョ ウ セ ン ハ マ グ リ M 幽 准  

lamarckii，ウ バ ガ イ 1’sez｛docaxdittm∫α 61詔 加θπ 5器等 の 二

枚 貝が 貝桁 網 で 漁獲 さ れ，沿岸漁業の 重要 な 資 源 として

利用 され て い る。な か で もチ ョ ウ セ ン ハ マ グ リは，こ の

数年 聞 減少傾向に あ る もの の 年 間 700 トン 以 上 の 水 揚

量 が続 い て お り，漁家 の 重要な 収 入源 とな って い る。貝

桁網 破 網
．
方法 は，1960 イ獣 辛麦粍 曳綱 を 巻 く曳寄力

式 か ら船 の 推進 力 を利 用 し て 片 舷 lf ず つ 計 2 コ を同

時 に 曳網 す る 現在 の 曳廻 方 式 に 転換 され た。1
’
／

し か し，

曳廻方 式 の 導 入 以 降 ，足 部 が 殻 で 挟 ま れ，1］断 さ れ る

「舌食い 」 と呼 ば れ る貝 が 多 く発 生す る よ うに な っ た。

舌食い の 則 燔 養 時 の 死 亡 率力犒 く滴 跚 噸 が ドが

る。また，貝桁 網 に 遭遇 後，漁獲 され ず に 海底 に 残 っ た

舌食い の 貝は，足部の 欠損 に よ り活 力 と潜砂 能 力 が 低下

す る た め に 生残率が 低 くな る と推
．
定 さ れ る。

　 二 枚 貝 の 舌食い の 発生率 は種 ，2〕サ イズ 3 ／
に よ り異 な

る．また，　 ／
一
の 発

・

蟀 は 賄 網 の 刃
・爪 の 深 さ4傭 よ

び 曵網 速 が ・6’
に よ り変 化 す る こ とが 報 告 さ れ て い る。

鹿島灘 ）チ 。 ウセ ン ハ マ グ リt”ウ バ ガ イに ・い て は・調

査用貝桁網 を 用 い た 試験 に お い て 足 部 損傷の 発生 率が 夏

季 に 高 くな る こ とが 報告 さ れ て い る。51 しか し，舌食 い

の 発生 条件 や発生機構 につ い て は ほ とん ど把握 さ れ て い

な い 。

　木 研 究 で は，チ ョ ウ セ ン 八 マ グ リ の 舌食い の 発 生 を 低

減 す るた め に，漁獲物の 舌食い の 発生率 と，貝絎網の 曳

網速 力 お よ び 水 温 との 関係を 調 べ た。そ して チ ョ ウ セ ソ

ハ マ グ リの 潜砂 深 度 と行動 か ら，舌食い の 発 生機構 に つ

い て 検 討 し た、

　　　　　　　　　　方　　　法

　貝 桁網　調 査 に 使用 した チ ョ ウ セ ン ハ マ グ リ用 貝桁網

を Fig．1 に 示 す 。こ の 則 行網 1鵬 島 灘
『
C 一

般 に 用 い ら

れ て い る．爪 鉢 数 48 本，　 JKの 直径 12　mm 一 肋 間 隙

26mm ，爪 の 先 端 か ら 滑走 面 ま で の 垂 直 距 離 （爪の 深

さ ） 13．6　cm で あ る 。操 業 時 は 2f の 貝 桁網 を長 さ 90

m び洩 綱 に よ り平均速 加 20 〜2201nlh て 曳網 す る・

　鹿鱗 に お け る チ 。 ウ セ ン ・・マ グ リを 文橡 と し た 貝桁

網 漁 業で は 汰 洗地 区 鵬 地 区 波崎 地 区の 漁 船 が 順

・　T ，1 、 8、−479．44−595 ・．F・x 　l　81−・i79−44−1875・E… i1・ m ・・iln・＠ ・fitc・9 °・jp
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Fig．1．　Clam 　dradgc　for．Ulereti
’ix　lantarr／kitl　in　Kashim三lnada ，　Japal1．　A 　l／outh 　l〕ar　12mm 　in　dialneter　is　fitted　to　the　dredge ．　Tooth

　 spacing 　is　261nm ．　Distance　be亡ween 　the 匸op 　of 　teeth　and 　rul111ers 〔亡oQth 　depth〕is　136　mn ユ，

36
°
20’
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’
40’

　 　 　 　 　 　 　 　 140D　 40’　 　 　 　 　 141
，
　 E

Fig．2．　Fishing　ground 　of 　the　 clam 　Mer 彦 t）’ix　tantart：hii　in
　 Kashimanadu．　Water 亡emperature 　 was 　 measured 　 at

　 HORS ，

番 に Fig．2 に 示 す 鹿島灘北 部 の 水 深 3− 5m の 漁場 で 周

年操業 を行 っ て い る。操業 H に お け る曳網 同 数 は 1 回

で ，曳 網 時 間 は 1999 年 9 月 ま で は 60 分 聞 と定 め ら れ

て お り，同年 10 月 以降 は 100分間 とな っ て い る。

　水温 ，殻長 と 足 部 損 傷 　ユ997年 6 月 か ら ユ999 年 9

月 に か け て ．Fig．1 に 示 した 貝桁 網 を 使用す る 特定の 2

隻 の 漁船 （総 トン 数 4．9ト ソ ，500 ．馬力　以
一
ト
．
標本 船 と

呼 ぶ ） に よ っ て漁 獲 され た チ ョ ウ セ ン ハ マ グ リの 足 部損

a b C

Fig．3．　Classification　 of しhe　foot　of 　 IVEi
’
［，tTl／t　tamarciaii

　 cttught 　1〕y　claln 　dredger．　a： 11〔，rlnal　foot，　b ：pardy　sc ．

　 vered 　foot，　 c ：severed 　foot．　Each 　f（，Qt 　shows 　 th （！ c 〔川
．

　 亡racted 　 state ，

傷 の 状態 を 操業 日 ご と に調 べ た 。 な お，1997年 12 月 以

前 （11月 を 除 く）の 操業 で は，対象 とす る 貝が 1998 年

以 降 に 比 べ 小さか っ た の で，現 在 用 い られ て い る 貝桁網

よ り も爪 が 浅 く （11CIII〕．爪の 間 隙 が 狭 い 〔21mm ）

もの を使用 して い た。

　操業 口 ご とに 約 50個体 を無作為 抽 出 L、て 標本 と し．

殻長 の 測定 後，殻 を剥 い て 足部の 状 態 を観 察 し た。足 部

の 状 態 を正 常 〔Fig．3a），部 分 的 な裂 傷 （Fig、3b，以 下

傷 と呼 ぶ ｝ と欠 損 （Fig．3c，以 下 舌 食 い と呼 ぶ ） に 分

類 し，標 本 に 占め る そ れ ぞ れ の 割 合 （以 下発生率 と呼ぶ ）

を求 め た。また，正常，舌食 い ，傷の 個 体数が それぞ れ

と もに 10個 以 ．ヒあ っ た 場合 に つ い て．正 常 と傷，お よ

び 正 常 と舌 食 い の 個体問 に お け る平 均 殻長の 違い を t検

定に よ り調 べ た 。

　また ，漁場 か ら最 も近 い 観測点で あ り，チ ョ ウ セ ン ハ

マ グ リの生息水 深 帯 の 水 温 を常時観測 して い る 港 湾空 港

技術研究所波崎海洋 研 究 施 設の 観測 桟橋
7・
中 央 部 （水 深

約 31n） の 操業時刻 に お け る 計測 値が 漁 場 の 水 温 を 代表

で きる と考 え，足 部 損 傷 と水温 と の 関係 を 調 べ た 。 そ し

て 現 在 用 い ら れ て い る 貝桁 網 が使 用 さ れ た 1997年 11

月 お よび 1998年 以 降 の 操 業 日に つ い て ，足部損傷 の 発

生 率 と水 温 との 柑 関 を Kendall の 順 位 相 関係tus／・を 用 い

て 調べ た〔，

　1998 年 10 月 か F〕 1999 年 9 月 に か け て 2 隻 の 標 本船

N 工工
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Table 　1．　 Outlines　of　exantinatiens

Objective OP（：raLion Month

　　　　　　　　　　　　　　　Dredge 　specihcations
　 　 　 　 　 To 、　 　 　 　 No ，
翫

噌 鵬 ・灘 1・
、臨 轜・ 黼

FoQ 匸damages 　and 　water 　temperatura　Commerclal　　Jun．
「
97−Sep．

「
99

Seasonal　variation 　inしowing 　speed 　 Commercial　 Oct．’98−Sep．’99
F エ）ot 　damages 　and 　towing　speed 　　 Experimc【tal　Ju1、

’
98−Sep．’98

7942

　

1

60608

−15

5050

］00

885444 26　　 　136
26　 　 　 136

26　　　152

に 計 9 回乗 船 して 浄 船の 曳網速 力 を 測 定 した。曳網 速

力 は ，DGPS を 用 い て 記 録 し た 漁 船 の 位 置 い ら 10 分 問

隔で 算出 し，曳網開始時 と終了時 の k 船 の 位 置，お よび

曳網叶同力 h 平均曳網速力を 求め た 。 水 tHお よび 半 均 曳

網速力と疋刊損傷の 発生 率 との 間に 止 の 相 関 〃 め る か を

前述の 順位二相関係牧 を 用 い て 調べ た 。

　曳網速力 と足部損傷　1998 年 7 月，8 刀 ，9 月 に 各1

1i 曳網速力 を 操業 ご と に 変 ん た 試 験 を Fig．2 に 示 す

汝場 で 行い ，曳網 速 力 と足 部 損 傷 との 関係を調 べ た。曳

網速 力は ，前述の 方 浸、1こ よ り漁 船の 移動距離 と曳網時間

か ら求め た。漁獲 され た チ
．

ヨ ウ セ ン ハ マ グ リ を 操果 こ と

に 1J
』
当た り 50 個 体 ず つ 計 100 個 体．無作為抽 出 し，

標本の 足 部損 傷の 発 生 4 を 求 め た 。平 均曳網速 力 と足 部

損傷 との 相 関 の 検 定 に は 前述の 順 位相関係 数 を 用 い た。

操業時の 水 温 に は，上
二
L と1司じ く観測桟†喬に 才5 け るi十測

値 を 用 い た 。 漁獲物 調査，お よ び 曳網速力 と足 部損傷の

調査 の 概要 を Table　1 に ま とめ て 示す。

　潜砂 反応 時 間 お よ び潜砂深度　潜砂行動や 潜砂 状態の

水 温 に よ る差 異 力 f ヨ ウ セ ン ハ マ グ リの 足部損傷の 発主

に 及 ほ す 影 響 を検 討 す る た ）に ，貝を 砂 面上 に 引 き ヒけ

て か ら底 質 へ の 潜 入 行 動 を 陽始す る 長て の 時 1司 （潜百
「

反

応時間），潜砂 la度 と水 温 CIO℃，25℃ ） との 関 係 を 水

槽実験 に よ り調 べ た 。失 験 に は 距島 灘 北 部 の 漁 ザ で

2000イ19 月 に 貝 桁網て 血獲iさ れ た チ ョ ウ セ ン ハ マ グ リ

（殻 長 77，9〜88．9mm ） を 用い た。水 温 24℃ の 漁 場 で

漁獲 され たチ ョ ウ セ ソ ハ マ グ リを，汳 崎 町 の 砂 浜ttu　F， で

採取 した 砂 を 敷 い た 水温 20℃ の 水 槽 に 2〜3 週間馴致

した。そ の 後，潜砂位置の 特定 と砂 中 か ら の 引 き上 け の

た め に 貝の 両 殻 に ナ イ ロ ン 型の 糸 （直径 0．6mm ） をjk

着 した （Fig．4）。2 基 の 300　L 水 槽 （大水 槽）の 底面 に．

か を 敷 い た 40L 水槽 （小 水 槽 ） を 2 基ず つ 赱置 し，小

水槽 が 水 没 す る よ う に 大 水槽 に 海 水を 満た し た。そ して

糸を 椄着 した 貝 を 各小 水 仲 に ユ0 佃体 ず つ ，す な わ
 ”

各

大 水 槽 に 20 個 体 ず つ 計 40 個 体 を 収 容 した 。大 水 槽 は

♪験 終 了 時 ま で 2001x の 怕 明 状 危、に した 。収 容 時の 水

槽内の 水温は 22℃，塩 分 3．2％ で ，小 水槽 の 砂 の 厚 さは

20cm で あ 一
・ た。大 水槽 の

・
方 を 晩鳥灘沿 岸 の 水 温 の ト

限 に 相 当 す る 10℃ に．他力 をそ の 上 限 に 相 当す る 25 ℃

に讒定 した 。水｝
°

調 整 は，司 育 水汗 7丿 ら 10℃ へ は 5H

Fig ．4．　T｝1c 　p （　ton 　o ［仁he　thread　thuL　bonded　tlle　shells

　 togethcr．

間 か け て 段 臨 的 に 彳1 い ，25℃ へ は 約 1時間 で 完 了 し

た。詞 温
宀

了 時 力 〔、 4 口後｛ 淋砂 反応 時間 を計 測 した。

　チ ョ ウ L ン ハ マ グ リの 潜 砂 行動は，1）底質1 詮索 す

る 行 動 ，2）毆 質へ の 潜 入 彳！動 ，3）底 質 内 で の 定 位 行 動

の 3 つ の 主 ・s 行動か レ・成 り立 ・て い る。f）．本 研 究 〔は ，

潜砂 反応時間 を，貝 に 接着 した 糸で 静 力 に 只 を 引 き上

け ，・ftの
’
rかを砂面 ⊥ に 露出させ て か ら底質へ の 潜 入 行

動 亡開始す る ま て の 時間 と した 。 殻 鬥 囲 の 砂面 に，潜砂

に什 う水の 噴流力 認め レ
）れた 時 を も っ て，潜入 行動の 門

始 と し た。次 二，こ の 計 測 の 24 叶閏後 に こ れ ら の 個体

の 潜砂 抹度 を定 規 て 測定 した。1替沙探度は 殻の ト端か ら

砂 1缶ま で の 最短距 離 と した。測定時 に 潜砂 して い な カ　・

た 個体 と放 力 砂 面 上 に 露 出 して い た 們 体 は，測 定 の 対 象

か C．除 い た。よた，ヂ 験 後に 足部 の 状息 を観 歹
『
し，損 傷

か あっ广個 体 は 測 定 記 録か ら 除外 し た、潜 砂 深 」 わ よ び

潜 砂 反応 時 間 の 水 温 に よ る
半 を，連 の 数 に よ る 検定

10／

に よ り調 べ た。

　接触刺激 に対す る反応　 」
一

ヨ ウ セ ン ハ マ グ リ の i 食い

の 発生原因 と して ，貝 う 貝桁 網 の 爪 と砂 とに よ り殻 力 圧

迫 され た 状態 で 爪 に よる振 触刺激 ｝ 反応 し，足部 を 伸 張

した ま ま閉 曳筋 を 収縮 す る、＿と 力 考え られ る。こ の 現象

力 起 こ る fff能ifjを 推定 す る た め に ，水 槽 内で 潜砂 して い

な い 貝の 外玄膜，足部，水管，潜 砂 状態の 貝の 水管 に 直

径 2mln ，全 長 75　mm の 針て 接触刺 放を与 え て ，只の

反 応 を 観 察 した。次 に 糸を 接着 し た 貝 を潜 砂 させ て ，貝

t’糸 に よ っ て 引 き一Lけ ，一．方の 殻 に 両手 の 親指 を ，他方

の 殻 に 両 手の 人 差 し指 と中 指 d −tて て ，足部 力伸 張 した

状忌 の 貝 の 殻 「 圧 力 を加 え た 。そ の 状 態て 只を水 槽 か ら

N 工工
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Fig ．5．　The 　foQt　 damage　rate 　o 〔 Merek’ix　如   α厂‘躍 ゴ

　 caught 　by　claln 　dre⊂lgcr．　A 　solid 　line　shows 、vater 亡eln −

　 peraしure 　whcll 　the　clalns 　were 　caughL ．嬲 ： severcd 　foot，
　 r「： partly 　severed 　foot，　□ ： norrnal 　f（，Qt、

Table　2．　Shell　length　〔SL） of ，Was’c，tnlx　Jafnarckii　classi一
　 且ed 　bv　fooL　c【）nditi〔｝ll

　 　 　 　 Normal 　Fo 〔，t　　　　 Scver’ed 丘”ot 　　 Part．ly　scvered 正〔x ，t

　　　SL 研 。，m ・ N 。．
一
§し〔。、lnl

−
N 。．

．
SLcm1 ， ， 夕。．

SCP、　
’
97　　ア5．5 ± 3．3

r｝ec ．　噛97 　　76．1 ⊥ 4．2
JuI1　

’
98　 79．0 ± 4．9

Nov．198　 79、アニ3．ユ
Aug ．199　　83．1 二 ：乳4

Sep．　’99 　 83．6二3．8

123

｛1262223

『
1

73、3二4．8　　　26

8U　3−’t．Oヰ　　 IO

7E）．5．ト 5．2　 　 ユ0

78．8 ＋ 3、1　　　17

83．1 ＋ 3．1　　　1ア

85．0 ± 3．3　　　19

取 り出 し，外套 膜 と足部 を 前記 の 釧 で 刺激 して 反 応を 観

察 した。観 察 は殻 長 81mm 〜911nm の チ ョ ウ セ ン ハ マ

グ リ 8 個 体 に つ い て 行 った。水 槽 の 水 温は 21℃ で あ っ

た 。また，足 部 を伸 張 した 」1の 殻 に 両手 で 圧 ηを 加 え る

こ とに よ り舌 食 い が発生 す る か観察 した。

士
口帛 果

　殻長，水温 と足 部損傷　舌 食 い ，傷の 発生 率 と漁獲時

の 水漏 との 関係を Fig．5 に示 す。舌 食い の 発 生 率は o・−

80％ の 間 で 大 き く変動 し，水 温 の 高 い 時 期 に 高 く，水

温の 低 い 時期 に 低か っ た。水 温 と舌食 い の 発 生 率 との 問

に は 正 の 相関が 認め られ た （p 〈 0，01）。傷 の 発生 率 は 0
〜30％ の 間 で 変動 し，古食 い と 同 様 に 水温 の 高 い 時 期

に 高 く．水温 の 低 い 時期 に 低 か っ た 。水 温 と傷の 発 生 率

の 間 に は 舌 食 い と同 じ く τ「の 相関 が 認 め ら れ た 〔p く

O．01）n 足 部 損 傷 は舌 食い ，傷 と も に 足部 の先 端 を 中 心

に 生 じた 。舌 食い の 損傷程度は，足部の 先端 が わ ずか に

欠け た 個 体 か ら 足 部 の 大 部分を 失い 内臓が露出 した個 体

ま で，さ ま ざ まで あ った 。 足部 の 切断面は殻の 腹縁 に 沿

っ て い た。ま た，傷の あ っ た 多 くの 個体 は Fig，3b に 小

L た よ うに 足部の 先端 か ら内臓 へ 向 か っ て 裂 け て お り，

裂け H の 周 辺に は 足部 を殻 で 挟 ん だ跡 は な か 一｝た 。足 部

の IE常 な 個 体，舌食 い の 個 体 ，傷 の 個 体 の 平 均殻長 を

Table　2 に 示 す。足 部 の 止 常な 個 体 と舌 食 い ，傷の 個 体

の 間 に は 1997 年 12 月 の 調 査 を 除 き殻 長 に差 が な か っ

た。

　実 操 業 に お け る 曳網速力 と 経過時 間 の 関 係 を Fig．6

に 示 す。曳網速 力は 時 問 の 経 過 と と もに 減少 し，曳網 開

始 直後 か ら 10 分旧］で は 180−、’290　rn 　
，
／h，曳網開始直後

か ら 50〜6｛〕分1司で は 110 −一・220m ／h で あ った 。 平均曳

網速力 と舌 食 い お よ び 傷の 関係 を Fig．7 に，水 温 と舌

食 い お よ び 傷の 関 係 を Fig．8 に 示 す。、二れ らの 関 係 の

うち ，水 温、と 占食 い との 問 に の み 正 の 相関 （p 〈 0．05）

72．1± 5．2　　　12

79．2＝4．4＊　　10

807 エ4．1　　 14

80．7 ± 4．0　　 11

83．5 ± 2．9　　 10

84．6 ± ／1．5　　　10

’
s19n 甫 cant 　di［玉erence 〔P く 0．05 ：i　 c ・ mL ）a1℃d　to　1蹴 mal 　fo【〕t

常 sMean
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ed 　average 　towing 　speed　and　the 　 ra七e（ ）f 　 severed 　and　
p

t − 　 lv 　 severed 　f

亡 ． が 認められた。平 均 曳網 速 力 と 舌食 い およ び

との相 関 ，水 温 と 傷 との柑 関 は 有 意 では

かった。 　 曳 網 速力と足 部損傷 　 試 験 操業 に お ける

網 速 力 と 着 食 い の 発 生率との関 係 をFig ． 9 に ， 傷

発生率
と
の関 N 工 工 一 Eleotronio 　
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Table 　3．　Reaction 　 tinle　 for　 burrewing 　 and 　 burrowing

　 　 depth 　ot　114ereti’ix　latnarchii

　 Water　　　 No．　 of　　 Average　　Average　 D〆Average
temperat しlre　 individuals　　 亡ime　　 depth〔D ）　shcll　length

　 10℃　 　　 　 13　 　　 　 15．3s　　 l3　mm 　　 　 O．16
　 25

°
C　　　　　　　15　　　　　　　5．6s ＊

　　　 21mm “
　　　　0，26

　
sAU

　individuals　at　IO℃ were 　faster 〔han 　any 　in〔1ividuals　at　25℃ ．
＊＊
　signilicant 　di1下crcnce 　rpく 0．051　 cc｝mpared 匸010 ℃．

o 100 200

Towing　speed （m ／h）
Fig．9．　Rclationships　between　 experimel1 ヒaLly　 operated

　 towing 　speed 　alld 　the　rate　of　severed 　foQt．

係 を Fig．10 に 示 す n 曳網速 力 と 占食い との 間 に は，7

月 に行 っ た 試験 に お い て 正 の 相関 〔p く 0．Ol〕 が認 め ら

れ た。各試験 日 と も舌食い の 発生 率は 曳網速 力が 最 も 小

さ い 100m 〆h以 下 の 操業 に お い て 最 も低 く，い ず れ も

10％ 以下 で あ っ た。一
方，曳網 速 力 と傷との 相関は い

ず れ の 試験 日 も有意 で は な か った。曳網 時 の 水 温 は 7

月 が 20 ℃，8 月 が 22
“
C ，9 月 が 23℃ で あ一．．t た。

　潜砂 反 応 時 間 お よ び潜砂深度　水温 10℃ で は 13 個

体，25℃ で は 15 個 体 を 測 定 し た u 殻 に 接着 した 糸 に よ

る砂 中 か らの 引 き上 げ に 対 し，全 て の 個 体 で 水 沮 に 関係

な く潜 砂 彳〕動 が 観 察 さ れ た，t 水 温 10℃ と 25℃ に お け

る チ ョ ウ セ ン ハ マ グ リ の 平 均 潜 砂 反 応時間 と 平 均潜砂 深

度 を
’Table　3 に 示 す 。水 温 25 ℃ で は 全 て の 個 体 で 10℃

よ り 潜砂反 応時 間 が短 か く．潜 砂 行動 が 活発 で あ っ た 。

平均潜砂 反応 蔚問 は 水温 10℃ で 15．3 秒，25℃ で は 5．6

秒で あ一．・た 。 また，平 均潜砂 深 度は 水温 10℃ で 13mm ，

25℃ で は 21mm で あ った。水 温 25℃ で の 潜砂深度は

10℃ に 比 べ 有 意 に大 き か っ た （p ＜ 0，05）。

　接触刺激に 対す る反 応　針に よる接触刺激 に 対して ，

貝の 閉 殻筋の 収縮は 全 て の 個体で 足部 の 収縮や 引 き込 み

と常 に 同時 に観察 され た 。潜砂 し て い る 貝を砂 中 か ら引

き上 げ る と全 て の 個 体で 足 部の 収縮 と引 き込 み が観 察 さ

れ．殻 を急速 に 強 く圧 迫 し た 場 合 に の み 足部 の 収縮 と引

き込 み が 停止 した 。こ の 状 態 に お い て は，針 に よ る 接 触

刺激 に 対す る 閉殻筋の 白発 的 な 収 縮 は認 め ら れ な か っ

た 。さ らに 殻 を加 圧 す る と足 部 の 切断 が 観 察さ れ た。潜

砂 して い る旦の 水 管 を針 で 軽 く刺激 す る と全て の 個 体で

水管の 閉鎖 と収縮 ，引 き込 み が 観察 され，さ ら に 針に よ

る 刺激 を繰 り返 し ケえ る と閉殻 した。

考 察

　 チ ョ ウセ ン ハ マ グ リの 漁 獲物調査 で は，舌食い の 発 生

率，傷 の 発 生 率 と水 温 との 間に ，と もに TF．の 相 関 が 認 め

ら れ た。こ の 結果 は，水 温 の 高 い 夏季 に足 部 損 傷の 発生

率 が 高 くな る 傾 向 が あ る と述 べ た 海老沢，安ca　［’／の 報告

と
一

致 す る。漁 獲物調 杳の 標本船 の 曳網速 力 を年 間 を通

して 調 べ た 結果 ．曳網 速 力 と舌 食い お よび 陽の 発生率 と

N 工工
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　の 相関は 亙め りれ ず，水 温 と舌食い の 発生亨 との 問 にの

、
’
正 の 相関が あ っ た。した カ　 て ，チ ョ ウ セ ン ハ マ グ リ

の 足部損傷の 季 節変動 は，水温 に よ る 彳コ動 や 4　Eの 変 化

　に 赴因 す る ヒ考え る、、

　 二 枚 目の 舌 食 い は，紀部 を仲 張 した 状能 〔閉放 す る こ

　とに よ っ て 足 部 ガ 切断 され る現 象 て あ る。m こ の 状息 で

の 閉殻 に つ い て は ，物 理 的 要因 とIA物側の 要 因 力 考え

れ る n 前 薪 て ぽ 則 行網 の 爪 と砂 とに よ る殻へ の RILHに伴

　う強制的 な閉致，後 者て は 貝桁 緻 反 応 し，賊力 足部 を

仲 張 した ま ま閉破 筋 を収稲 k せ る 自発 的 な 閉殻 〃 考え ら

れ，そ の い ず れ う に よ り tl部 ガ 切 断 さ れ る と推測 さ れ

る。チ ョ ウセ ン ハ マ グ リ て は 通常，足部 の 収 縮 や 引 き 込

み と閉殻筋 の 収 縮力 冂時に 生ず る。足 部 を伸 張 して い る

個体の x をE 迫 し，足 部 の 収縮 と 引 き込 み がf−rlE した 状
A

に お い て は，閉敷 筋 の 臼発的 な 収縮 は観 察 され な カ ー
t

た。足部 の 切 断 は殻 を強 くFE迫 し た 場 口 にの み 観察 され

た。

　 し f う　 て ，チ ョ ウセ ン ハ マ グ リは 物理 的 要 囚 に よ り

舌 食 い を生 じ，abぞ の 伸 張 した 状態で 爪 と砂 に よって 投

がF 迫 され て 足部力 切 断 す る と考え る。曳網速 力 を変 え

て 彳J　た 試験に お い て は，舌 食 い に つ い て は 曳網速 力の

増大 に と もな し 発生丁力 「司 くなった。こ の ［？囚 は，曳網

速力の 増 大 に よ っ て ，貝桁網 に遭 遇 し た 只 に 件用 す る」±．

カガ増大 す る た め で あ る と考 え た。ま た，傷 に つ い て は

足部 の 裂 け た箇 硝 の 其 部周 辺 に は 祓 で 挟 ん 广 祕は 認の ら

れ ず，裂 け た 万向 も 占食い と異 よ り，腹 縁 に 沿 っ て い な

か 一た の で，足 部 t」 爪 と接触 し て 生 づ n と推定 した、、

　 爪 の 深 さ の 異 な る 只桁 網 （9crn，ユ8cm ）の 比 較 式験

て は，爪 り 浅い 9cm の ノ∫が足部掲傷の 発 生 率 力 咼 く，よ
った こ と〃球 　

5｝
同
一

の 探 ｝の 爪 に 対 して は 潜 砂 it．j．c の

大 きい 方力足計折傷 の 発ノ十r，，丿 il．厂くな る と推 疋 され る、、
した が って ，よ り深 く潜砂 す る殻 長の 人きい 個 体 は，足

部損 傷の 発生 率 か 高い と考 え られ る。4L か し，足 部 の

「E常 なf固f本と舌食い ，傷 の f固体 び）問 に は 6 回 の rlpi査 LI
．
r　1

回 を 除 き穀 長 に 対す る差 は 」 じな か っ た 、、漁 獲 され た 貝

の x 長の 範 囲 が狹 か っ た た め に，殻 長 の 差 力 現れ な かっ
た 1の と考 え る，、

　 水 温 25 ℃ の 平 均 潜 砂 深度 は 10℃ に 比 へ 大 き か っ

た。前述の よ う に 替砂 深 度の 大 きい 方 ，v 足部損傷の 発生

率 力 高 くな る と推 定 さ れ る た め ，水尸 の 高 い 時期 に お け

る1榊 1
深 腫 の 増大 力 足 部 損傷の 発生率 を咼 くして い る

一・

因 と 考え る。束 た ，水 温 25℃ で は 全 て の 個 体 で 10℃
よ り潜 砂 反応 時間力 短 う・く，mSE？1行動 力 活発 で あ・一

コ た。
こ う した 盾発 な 潜砂 彳J動 も，水 温 の 高 い 時期 に 、5 け る 足

部 損傷の 増 大と密接 な 関係が あ る と考 え られ 5 。

　水 温 か 20℃ 以 1の 時 に 曳網速刀を 変え て 行 ， た 試 験

て は ，曳網 速 力 100m ！h 以
．
トで 舌食い の 発生 助 10％

末満 とな 一
・ て い る 、二 とか ら，曳網 遮 力 を 1〔｝Onl ！h 以 下

に 抑 え る こ と 〃 舌食い の 発生 を防 く 「「女 に な る と 疹え ら

れ る。

　以 前の 操呆方法 て あ る 曳寄方式や ，ウバ カ イ，12 バ カ

ガ イ，ア サ リ等 の 魚獲 に用 い
「）れ て い る 噴剔式桁網 の 尊

入 は 古食 い の 発ノLの 低 減 に 効 果 ）J ・あ る と考 え る。し う

し，そ れ り の 導 入 には 設備投 資や 漁撈作業 の 煩雑さの 面

に 閾疋躰 一kじ る。新た な
「

殳備投 資 む せ ず に チ食い の 発生

を抑 え る に は，て きる限 り曳網速 ノ丿を抑 え て 抵業す る こ

2 」現 実 的か つ 最も有 力よ方法で あ る、t
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